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・
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
苦
情
等

に
つ
い
て
的
確
な
対
応
を
図
り
、
サ
ー
ビ

ス
や
施
策
の
改
善
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

は
、
民
間
企
業
で
は
以
前
か
ら
重
視
し
、

商
品
の
改
良
な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
ま
し

た
。
行
政
に
お
い
て
も
市
民
満
足
度
の
向

上
を
図
り
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
を
強
化

す
る
う
え
で
、
そ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
、
こ
の
規

定
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
市
民
の
市
政
に
関
す

る
苦
情
を
公
正
か
つ
中
立
な
立
場
で
迅
速

に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
権
利

利
益
を
擁
護
し
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の

信
頼
性
を
高
め
、
公
正
か
つ
透
明
な
市
政

の
推
進
を
図
る
た
め
、
三
鷹
市
総
合
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
（
以
下
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と

い
う
。）
を
設
置
す
る
。

r

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
市
民
の
申
立
て
に

係
る
苦
情
又
は
自
己
の
発
意
に
基
づ
き
取

り
上
げ
た
事
案
に
つ
い
て
、
市
長
等
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
、
若
し
く
は
是
正
等
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
又
は
苦
情

等
の
原
因
が
制
度
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
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オ
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ブ
ズ
マ
ン
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と
き
は
、
当
該
制
度
の
改
善
に
関
す
る
提

言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

s

市
長
等
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務
の

遂
行
に
関
し
そ
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
積

極
的
な
協
力
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
か
ら
勧
告
又
は
提
言
を
受
け

た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
、
誠
実
か
つ

適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
つ
い
て
、
市
独

自
の
「
市
民
の
救
済
制
度
・
不
服
申
立
て

制
度
」
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
に

定
め
る
基
本
的
事
項
を
自
治
基
本
条
例
で

も
定
め
て
い
ま
す
。

市
は
、
広
く
人
材
を
求
め
、
公

正
か
つ
有
能
な
職
員
の
任
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
、
効
果

的
な
人
材
育
成
並
び
に
適
切
な
人
事
評
価

及
び
処
遇
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
職
員
及

び
組
織
の
能
力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

r

職
員
は
、
そ
の
職
責
が
市
民
の
信
託
に

由
来
し
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
法
令
、
条
例
等
及
び
任
命

第
20
条 
職
員
及
び
組
織

説
　
明

権
者
の
指
示
に
従
い
、
誠
実
、
公
正
か
つ

能
率
的
に
職
務
を
行
う
と
と
も
に
、
創
意

を
も
っ
て
自
治
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

s
市
の
組
織
は
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、

効
率
的
か
つ
機
能
的
な
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
よ
う
編
成

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
三
鷹
市
で
は
、
人
財
育
成
の
具
体
的
推

進
を
図
る
た
め
に
、
平
成
15
年
度
に
「
三

鷹
市
人
財
育
成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

・
職
員
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、
本
条

の
ほ
か
、
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

・
第
３
項
は
、
市
の
組
織
の
基
本
的
な
あ

り
方
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

市
政
運
営
に
携
わ
る
者
は
、
市

政
に
違
法
又
は
不
当
な
事
実
が
あ
っ
た
場

合
は
、
こ
れ
を
放
置
し
、
又
は
隠
し
て
は

な
ら
ず
、
組
織
の
自
浄
作
用
に
よ
り
市
政

の
透
明
性
を
高
め
、
市
政
を
常
に
適
法
か

つ
公
正
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
現
在
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
企
業
が
経
営
活
動
を
行
う

上
で
、
法
令
や
各
種
規
則
等
の
ル
ー
ル
・

社
会
的
規
範
な
ど
を
守
る
こ
と
）
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
に
お
い
て
も
、
そ

の
重
要
性
は
同
じ
で
あ
り
、
市
政
運
営
に

携
わ
る
者
は
、
全
職
員
が
多
岐
に
わ
た
る

規
則
・
規
範
等
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

も
し
違
反
行
為
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

早
期
に
発
見
し
て
是
正
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
市
の

行
政
課
題
に
対
応
し
た
主
体
的
な
政
策
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
立
法
権
と
自
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適
法
・
公
正
な
市
政
運
営

説
　
明

治
解
釈
権
を
活
用
し
た
積
極
的
な
法
務
行

政
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

r

市
は
、
こ
の
条
例
並
び
に
第
13
条
第
１

項
に
規
定
す
る
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
分
野
別
の
基

本
条
例
、
総
合
条
例
等
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。

・
法
務
行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
、
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

自
治
立
法
権
の
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
条

例
制
定
や
、
従
前
の
通
達
に
基
づ
く
行
政

で
は
な
く
、
法
令
等
の
趣
旨
や
目
的
を
自

治
体
の
視
点
か
ら
積
極
的
に
解
釈
し
運
用

を
図
る
自
治
解
釈
権
の
活
用
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
条
例
、
健
康
福
祉
総
合
条

例
、
環
境
基
本
条
例
な
ど
の
分
野
別
の
条

例
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
治
基

本
条
例
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

市
長
等
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
市
民
に
公

第
23
条 行

政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

基
本
原
則 説
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三鷹市は、自治基本条例（第11条第2
項）に基づき、助役の呼称を｢副市長｣に
改める規則を定めました。助役の呼称を
｢副市長｣とする「副市長制」は、政令市
を中心にいくつかの市で導入されていま
す。呼称を「副市長」とすることによっ
て、「知事」を補佐する「副知事」のよう
に、その職が市長を補佐し代理する職で
あることを明確にすることが目的です。
ただし、「助役」は地方自治法に定めら

れた職名であることから、法令文書や許
可書などの行政処分や権利義務に関する
文書については「助役」を使用します。

助役の呼称に
関する規則

表
す
る
と
と
も
に
、
公
平
か
つ
効
率
的
で
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
、

市
民
満
足
度
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・
本
条
の
規
定
の
趣
旨
は
、
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
基
本
原
則
を

定
め
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
英
国
の
市
民

憲
章
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
ズ
・
チ
ャ
ー
タ
ー
）

で
は
、
政
府
は
、
適
正
な
コ
ス
ト
で
市
民

に
満
足
の
い
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
責
務
や
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
公
開
の
実
施
な
ど
を
定
め
て

お
り
、
本
条
の
理
念
と
共
通
の
も
の
で
す
。

市
長
等
は
、
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
努
め
、
地
域
に
お
け
る
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
の
戦
略
的
な
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
満
足
度
の
向

上
及
び
成
果
重
視
の
観
点
を
踏
ま
え
た
自

治
体
経
営
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

r

市
長
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
の
財
政
、
財
務
等
に
関
す

る
資
料
を
作
成
し
て
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
の
経
営
状
況
を
的
確
か
つ
分
か
り

や
す
く
市
民
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

s

市
長
は
、
他
の
執
行
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
市
民
間
の
負
担
の
適
正
化
及
び
社
会

第
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自
治
体
経
営
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資
本
整
備
等
に
お
け
る
世
代
間
の
負
担
の

公
平
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
財
政

政
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
本
条
の
趣
旨
は
、
基
本
構
想
で
定
め
た

「
自
治
体
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
」
と
も

共
通
す
る
も
の
で
す
。

・
市
で
は
、
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
広
報
等
に
よ

っ
て
財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
も
、

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
資
料
を
作
成
し

て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
企
業
会
計
的
な

手
法
に
よ
る
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
な
ど

の
財
務
諸
表
も
作
成
し
、
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
市
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

無
償
で
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
一
定
の
受
益

者
負
担
の
導
入
も
市
民
間
の
公
平
性
を
図

る
た
め
に
必
要
で
す
。
な
お
、
負
担
を
求

め
る
場
合
で
も
、
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り

負
担
の
程
度
を
軽
減
す
る
こ
と
も
「
市
民

間
の
負
担
の
適
正
化
」
の
考
え
方
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
社
会
資
本
整
備
等
に
お
け
る
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
」
で
は
、
公
共
施

設
建
設
に
お
け
る
市
債
の
活
用
の
よ
う
に
、

後
の
世
代
の
市
民
も
施
設
利
用
に
よ
る
便

益
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
借
入
金
の
償
還

費
の
形
式
で
一
定
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
表
し
て
い

ま
す
。

説
　
明


